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高橋佑輔（たかはしゆうすけ）

2自己紹介

【経歴】
秋田県出身。45歳。劇作家平田オリザのもと、全国で創作活動に携わる。その後、
国会議員公設秘書、中小企業役員を経て、2018年より現職。創造的思考×サイ
エンスによる越境型のコンサルティングを展開。筑波大学大学院経営システム科学修
了（経営学修士）。中小企業診断士、経営品質協議会認定セルフアセッサー。

【専門領域】
経営戦略、組織変容、マーケティングサイエンス、創造的思考、ロジカルシンキング。

【直近の指導実績（抜粋）】
大手金融業データ・ドリブンによる組織改革・DE&I推進を支援
大手ゼネコンのDXを支援
金融商品のNPS及びブランド認知調査とブランド戦略策定支援
大手金融機関の次世代リーダー育成プログラムの統括コーディネーター
企業内ビジネススクール講師（マーケティング、リーダーシップ、創造的思考力 等）

【受賞歴】
論文「旅館・ホテル業の付加価値向上のための科学的マーケティング手法の研究」
（経済産業大臣賞（第69回全国能率大会最優秀賞））

【書籍】
「15人の経営コンサルタントによる生産性向上策」（生産性労働情報センター）

主任経営コンサルタント
高橋佑輔
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ChatGPT凄いぞ！業務効率化だけではなく、戦略策定にも活用可能！
→詳しくは第一回目のアーカイブ動画へ！
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①市場・
顧客分析

②競合分析

③自社分析

④クロス分析

⑤セグメント
×ニーズ選定

⑥差別化

⑦信頼デザイン
(体験)

⑧情報デザイン

⑨ブランド
コンセプト

⑩マーケティング
課題
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■テーマ■
経営戦略の

相談相手として、
ChatGPTを
使う。

いわば、ChatGPTを
顧問コンサルタントに

してしまう！

戦略策定フェイズを
要素分解することで、

ChatGPTによる出力が
ブラックボックス化すること

を回避！
同時に、ハルシネーション

による「間違い」に気づく機会を増やせる

あわせて、
「人の感覚・意見」を
反映させるタイミング
を明確化し、

「当社にマッチした戦略」を
出力することを実現。
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前回の振り返り。ChatGPTを使う事で業務効率だけではなく、経営戦略の策定もレベ
ルアップ可能。課題は、どのように創造性を発揮させるか。
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ChatGPTはかなり優秀な「戦略策定パートナー」であり、会話の進め方さえ妥当
であれば（論理的であれば）、質問者の経営戦略の知識不足を補って「一定水
準の戦略案」を生み出せます。今回示したChatフローをなぞれば、まるで専属の
「経営コンサルタント」を雇った様な気になるでしょう！
これは驚くべき事です。経営資源が相対的に乏しい中小企業こそ、このツールを使
い倒していただきたいです。

その反面、発想を飛躍させることは苦手なので、戦略策定を全面的にGPTに依存
した場合、「及第点前後のありふれた戦略」が出力される可能性が高いように感じ
ます。

GPTの力を存分に活用するには、質問者がGPTの代わりに「創造性」を発揮する
ことがポイントです。
今回のプロンプトの中でも、「無茶振りな組み合わせ」等のテクニックで、GPTの出
力に創造性を付与していますが、この辺りをもっと自覚的に行えるかどうかが、
「GPTの活かし方」の鍵になるのではないでしょうか？
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人は誰しも創造性をもっている
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• 人は「創造性」を持っている。例えば、誰しも3歳児の頃は、木のブロックを重ねることで
「お城」「宇宙」「ジャングル」「動物園」・・・などを自由に創造できた。
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創造性を阻むもの
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• 創造性とは、「日常を異化する」ことで
生まれる。例えば、3歳児は木のブロッ
クを「レンガ」「未知の金属」「森」「獣」
に見立てて遊ぶ。3歳児にとって、「木
のブロック」は何にでもなり得る「可能性
の塊」である。

• しかし、年をとり、また社会生活を営む
ことで、我々は無意識の制約にがんじ
がらめになり、異化することに難しさを
感じるようになる。つまり、創造性を発
揮しづらくなっていく。「木のブロック」を
「可能性の塊」と見ることは難しい。

• 社会生活ではルールと論理が重要視
される。そこでは、「木のブロック」は「木
のブロック」でなければいけない。
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まとめると・・・創造性とは、「情報×組み合わせパターン」による出力
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情報
組み
合わせ

×

3歳児が強い！大人が強い！

AIはどっちも強い！
膨大な情報量×網羅的な組み合わせ力
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それなら
AIは無敵か？
いや、
AIは
「問い」をもたない。
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採用
されなかった
コンセプト

創造性を発揮するには、前提として「問い」がいる。問いは創造性を育てる大地である。
その上で無数のコンセプトやプロダクトが生まれ、試行錯誤の中で形を整えていく。
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問い
（個人）価値観、
信念、望み 等

（法人）パーパス、
理念、ビジョン、
戦略 等

デザイン
コンセプト
問いへの
答えや仮説

プロダクト・
（サービス）

実現の形

採用
されなかった
コンセプト

採用
されなかった
アイデア

採用
されなかった
アイデア

What

What

WhyWhy

自分は何を
したいのか？
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【問い】
貧困のない、
誰もが
活き活きと

生きられる社会は
できないだろうか

？

世界を変えた問いの例（問いこそが創造を方向付け、また形作る）
「問い」はコンセプトやプロダクト・サービスを内包するため、抽象的な表現となる。
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【デザイン
コンセプト】

低所得者による
経済的なチャンス
へのアクセスを
容易にする

グラミン銀行

【サービス】

無担保・少額の
融資サービス

What

Why

What

Why
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「問い」があるからこそ、人はその問いに答えるために努力し、決断していく。
「問い」が世界を変え、人を幸せにし、社会を前進させている。未来を、「創造」する。

11

Believe in Progress !!
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ChatGPTを使って機械的にアイデアを量産することは容易。しかし、そこからどのアイデア
を選び出すかという判断は、「問い」をもたないAIの仕事ではない（行わせることはできるが）。
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あらゆるビジネスマンがAIを使い始める時代では、創造性＝「問い」の差がビジネスの差
になる。知識から創造性へ、ビジネスOSのアップデートが迫られる時代がきている。
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問いの発見と育成① 芸術鑑賞・体験
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問いの発見と育成② 写真撮影



Japan Productivity Center Consulting Dept.
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問いの発見と育成③ 演劇訓練を通じた自己理解・他者理解
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ChatGPTとの対話で探る「問い」 価値観を通じた自己理解
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• 自分はどのような存在でしょう？何を動機に働くのでしょう？すなわち、「問い」は何でしょう？
• 下の「価値観シート」から、「大切にする価値観」を5つ選んでください（該当がなければ、36
に自由記述で書き込む）。それをChatGPTに打ち込んで、その価値観を体現した著名人
を推薦してもらいます。どんな人物が推薦されたでしょう？

• 次はその人物に、色々と相談をしてみてください（例:私は～で悩んでいます。どうすれば良
いでしょう？）。ChatGPTはその人物の立場から、あなたに様々な助言を与えてくれます。

1 結果重視 7 誠実 13 透明性 19 オープン
25 ビジョン

実現
31 成長

2 効率 8 率直 14 挑戦 20 活力 26 実力主義 32 自律

3 コスト 9 正直 15 勇気 21 公正さ
27 個人の

尊重
33 協働

4 スピード 10 行動 16 多様性 22 信頼
28 人間性

尊重
34 安全

5 品質 11  卓越性 17 一体感 23 感謝
29 ワーク
ライフバランス

35 楽しさ

6 顧客満足 12  厳しさ 18 熱意 24 付加価値 30 創造性 36（ ）
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相談してみた。
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この箇所は、
あくまでネタですよ

（中略）

偉人をたくさん知っていそうな設定にしておく

高橋が大事にしている価値観

（以下、略）



Japan Productivity Center Consulting Dept.

収束
（試作）

あなたの問いを起点に、ChatGPTを使って創造性を発揮する！
創造的思考の「ダブル・ダイヤモンド・モデル」
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問い

発散
（情報

×パターン）

収束
（コンセプト化）

解決

上流（コンセプト策定）
「問い」に対する解決の方向性を定める

下流（解決方法の具体化）
コンセプトを実体化する方法を考える

上流と下流で発散と収束が繰り返される。
下流の方がサービスや製品の実体化に近づくため、必要とされる情報の質は、「専門性」が高まる。

発散
（情報

×パターン）
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GPTは「発散」も「収束」も得意。（発散）アイデアを100個あげてください。
（収束）良いアイデアを5つ選んでください……でも、良いアウトプットはでる。しかし！
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出力の過程がブラックボックス化する
＝組織の中で再現性のある形で残らない

問題

出力の過程に関与できないため、
「人の創造性」を付与する機会が失われる

問題
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2つの問題を乗り越えるため、「発散」と「収束」の型を作り、
前回同様「人の感覚・意見」を反映させるタイミングを明確化（白囲み）」する！
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■発散の型■
（「情報×組み合わせパターン」に
よってアイデアを膨らます）

■収束の型■
（「問い」を意識してアイデアを選別

させる）

この手法は
C-BOXと言
います。
2軸図で整
理して終わり、
ではなく、そ
こからもう一
工夫凝らし
てくことがポ
イントです。

創造の対象（例:新商品）と、そこに
反映したい「モチーフ」（イメージ、体
験、感情、参考例など）を指示する

モチーフの特徴や連想される要素を
出力させる。この時、自分の考えるモ
チーフの「特徴等」の情報も与える

創造の制約条件（自社の経営資源
や競争優位性をもたらしている要因な

どの情報）を与える

GPTに指示して、「創造の対象」に「モ
チーフの特徴や連想される要素」を組
み合わせてアイデアを膨らまさせる

アイデアの品質がイマイチであれば、
「もっと提案して」とリクエストしたり、
「自分のアイデア」を投げ込んでみる

2軸図で評価するため、「問い」を意識
して、「選別」の基準を2つ決める
（例:革新性と実現可能性）

GPTに対して、アイデアを
「選別の基準」に則って評価させる

10個程度のアイデアに絞り込む
（自分でやっても良いし、
GPTに指示しても良い）

GPTにアイデアの改善を指示する。こ
の時、自分が重視する要素（例:革
新性）をより高めるように指定する

アイデアの品質がイマイチであれば、
「もっと提案して」とリクエストしたり、
「自分のアイデア」を投げ込んでみる

この手法をメタ
ファーと言います。
プロンプトでは、
「メタファーの手法
を使う」ことと「モ
チーフの指定」を行
えば、自動的にアイ
デア出しまで行って
くれます。
ただ、その場合は出
力がブラックボック
ス化しやすいことと、
人のアイデアを付与
するタイミングが分
かりづらいことから、
今回は、細かく指示
する形のプロンプト
を掲載します。
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メタファー型発想法の説明
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特徴A

特徴B

特徴C

連想A’

連想B’

連想C’モチーフ 連想を
投影した
アイデア

手順
①企画の参考になる「モチーフ」を特定し、その特徴を抽出する
②特徴をもとに連想することで、最終的なアイデアに使える選択肢を膨らます
③選択肢を取捨選択してアイデアの形に整理する

秋田県の観光土産を作りた
い。
→モチーフ「秋田県の魅力」

特徴:雪国 連想:冬の日本海

:アイデア「漁師の落雷スープ」:
荒れる日本海で勇ましく漁をす
る漁師たちが、極寒の冬を跳ね
返すために食べるスープを商品
化！受験勉強のお供にどうぞ！
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C-BOXの説明
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革新性
高い

革新性
低い

実現可能性
高い

実現可能性
低い

C-BOX

良い
アイデア

もう一工夫
ほしい！

手順
①アイデアの選別で重視す
る内容を踏まえ、任意の
軸（左例では革新性と
実現可能性）で２軸図
を作る

②2軸図にアイデアをプロッ
トする。基本的には相対
評価ではなく絶対評価と
する。「中央値」の基準を
事前に決めておく。

③すべてのアイデアをプロット
し終えたら、「革新的でも
なく実現可能性も低い
案」以外について、アイデ
アの一部を変更すること
で、革新性や実現可能
性を高められないかを検
討する。

アイデアの一部を
変更して、実現
可能性を高めら
れないか？

アイデアの一部を
変更して、革新性
を高められないか？

もう一工夫
ほしい！
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デモ 東北A県の中小企業（菓子製造業）が、
地域の観光資源を活かした観光土産の開発に挑む！！
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拡散のプロンプト メタファー型アプローチ（1/3）
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何をモチーフに選ぶのか？は企画者にとって重要な「問い」
です。このデモでは、企画者は「地域の魅力をどうやって発
信しよう？」という問いをもっています。

「問い」は漠然としていても構いません。このデモでも、「秋田
の魅力」を発信したいとは思っていますが、「秋田の魅力って
何？どんな魅力を発信したいの？」と言うところは曖昧な状
態です。

曖昧な問いから発信しても、GPTが具体化を手伝ってくれ
ます。

モチーフを提示すると、そこから連
想される事を列挙してくれます。
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拡散のプロンプト メタファー型アプローチ（2/3）
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GPTにアイデアを任せきりにせず、どんどん
自分のアイデアも投げていきましょう！ここ
では、「秋田の自然」から連想されるキー
ワードを投げ込んでいます。
GPTとアイデアを共創することは、企画開
発のOJTにもなります！

投げ込んだアイデアをGPTが解釈して、
「こんな感じ？」と返答してきました。もし
違和感があれば、何度も修正しましょう。

今回はデモなので、あまり深掘りせず次に
進みますね。
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拡散のプロンプト メタファー型アプローチ（3/3）
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ここでアイデアの
制約条件を示します。
具体的に示しましょう。

メタファーの手法を指定します。「アイデアから連想される観光土産」のように書いても大丈夫です。

とりあえず30個のアイデアを出してみました。
イマイチだな、と思ったら、もっとアイデアを要求しましょう。

アイデアはたくさん膨らまして（拡散して）から、絞り込みます。
ここまでが拡散のフェイズです。
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収束のプロンプト C-BOX（1/4）
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（中略）

アイデアを絞り込むために、評価基準を与えます。ここでは、
「問い」にしたがって、「魅力度」を重要な基準として与えます。

名称だけだと分からない
な・・・と言う場合は、「アイデ
アの概要を併記してください」
のように指示すると良いです。
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収束のプロンプト C-BOX（2/4）
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アイデアを絞り込みます。今回はGPTにやってもらいます。
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収束のプロンプト C-BOX（3/4）
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「問い」に妥協しないでください。AIは何度でもやり直しに
応じてくれます。どんどんリクエストしましょう。

対話の中で新しいアイデアが思い浮かぶこともあるでしょう。
それをGPTに投げかけることで、創造性が向上します。
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収束のプロンプト C-BOX（4/4）
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ChatGPTの画像生成機能
（DALLｰE）を使えば、アイデアをイ
ラストに起こすことも簡単です（日本
語はまだ怪しいですが。。。）

商品開発では、すぐにイラスト化でき
ることは大きな利点ですね!
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まとめ AI時代こそ、人間の「問い」が重要な価値をもつ。「問い×AI」は、現代における
創造の有力な型である

32

ChatGPT×創造性というテーマでお話しをさせていただきました。

ChatGPTは情報量×組み合わせパターンによる“アイデア出し”が得意です。その能力は人間を
遙かに上回ります。しかし、「問い」のないところに創造性は発揮されません。ChatGPTの能力を
活かすには、人間の「問い」が欠かせないのです。

自分は何を面白いと思うのか？自分は何を実現したいと思うか？ChatGPT時代のビジネスマン
は、この問いに向き合う必要があります。小手先のアイデア発想術で遊ぶのではなく、自分の内
面にある創造性の源泉を再発見すべきです。（そのお手伝いも、ChatGPTがしてくれます！）

前回はマーケティング戦略。そして今回は製品開発にChatGPTを活用しました。あらためて、しみ
じみと、「中小企業こそAIを使い倒すべき」と思います。月数千円の使用料で、有能かつタフな顧
問コンサルタントが契約出来るようなものです！

これは生産性の大革命だぞ、というわけで、日本生産性本部では「AIを顧問コンサルとして使う技
（仮称）」について研修を予定しております。ご参加をお待ちしております！
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